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通常学級に在籍する特別な支援を要する児童への支援の在り方
一学級経営における対象児と周りの児童とのかかわりに着目してー
学習開発コース (12220910) 酒井宏彰
通常学級に在籍する特別な支援を要する児童は，人間関係や学習面に困難を抱えている。
そのような子ども達が学級において，周りの児童とかかわりながら成長するには，学級担
任の働きかけによって対象児と周りの児童をつなぐ支援を学紙経営に位置付けて指導する
ことが大切であると考える。また，そのような学級経営・授業づくりにおいては，ユニバ
ーサルデ、ザインの視点を踏まえた取り組みが有効であることにも言及したい。
[キー ワー ド] 特別支援教育，学級経営，つなぐ支援，ユニバーサノレデ、ザイン
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
文部科学省は， 2012年に「通常の学級に在籍す
る発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必
要とする児童生徒に関する調査結果についてJを
公表した。その結果によると，知的発達に遅れは
ないものの，学習面又は行動面で著しい困難を示
す児童生徒の割合は，6.5出に及ぶことが分かったO
また，児童生徒の受けている支援の状況について，
それらの教育的支援が必要な児童生徒に対する支
援が浸透しつつあることも分かる。
調査の結果から， i学習面又は行動面で著しい
困難を示すとされた児童生徒を取り出して支援す
るだけでなく，それらの児童生徒を含めた学級全
体に対する指導をどのように行うのかを考えてい
く必要があるj と言っている。教育的支援が必要
な児童生徒の支援を考えるときに，充実した「個J
への支援を考えていく一方で，それらの子ども達
が人間関係や周りの子どもとの学習でつまずいて
いることから， i学級集団jについても考えていく
ことが重要である。
井上・窪島(2009)は「学級集団内には様々な能
力差や，得意，不得意とすることの違い，性格的
鞘蚊の違いが，学級を構成する児童生徒数の分だ
けあり，決して均質な集団でなかったはずで、あるo
そこに，発達障害をもっ児童生徒や，対人的な困
難，学習上の困難をもっ児童生徒もこれらの集団
の中で共に学び合うことになったのである。」と述
べている。学級集団を構成していく様々な個性を
もっ児童生徒の中の学習では，一人ひとりが求め
る教育的ニーズも児童生徒の数だけある。しかし，
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現状では，通常学級に在籍している発達障害の可
能性のある児童生徒に対しての支援ばかりが取り
ざたされてきている。その児童生徒に対する個別
の支援は充実してきでいるものの，その児童生徒
を取り巻く周りの児童生徒への支援が十分になさ
れていないと考える。
そこで本稿では，学級経営の在り方について着
目し，特別な支援が必要な児童生徒への働きかけ
と，その児童を取り巻く周りの児童生徒への働き
かけについて焦点化し，考察してして。
(2)研究の目的
本研究は，特別な支援を要する児童が在籍する
学級の中で，学級担任のその児童への働きかけと，
周りの児童への働きかけに着目し，学級経営の在
り方について考察することが目的である。
(3)研究の方法
本研究では，以下のような方法で行う。
はじめに，学級経営における特別な支援が必要
な児童への支援と周りの児童への支援の在り方に
ついて先行研究を調査する。
次に，ベテラン教員A教諭の学級経営について
聞き取り調査を行い，分析及び考察，成果と課題
の検討を行う。
それを基に今後の研究の方向性lこついて考察し
ていく。
2 先行研究の検討
(1)通常学級における周りをつなぐ支援について
井上・窪島(2009)は， i特別支援教育を推進して
いく上での，通常学級への支援という場合，学級
担任への支援は，大きく 2つに分けることができ
ると思われる。 1つが，加国己教員や支援員といっ
た人的配置を伴う支援体制の構築といったハード
的な側面である。 2つめは，学級経営や授業づく
り，文七象児とその保護者への配慮といったソフト
的な側面である。」と述べている。人的配置などの
ハード的な側面からの支援は，財政的な問題も有
するため，実現の可能性も含め，支援が不確実で
ある。そのため，ハード的な支援に頼るのではな
く，学級経営や授業づくりとし1ったソフト的な支
援を中心に支援体制を構築していく必要があると
考える。
ソフト的な側面における支援の在り方について
井上・窪島(2009)は4つの因子を抽出した。「対象
児とまわりをつなぐ支援Jr授業・学習への支援」
「逸脱行動，トラブル対処への支援Jr保護者対応
への支援」である。その因子の中の， r対象児とま
わりをつなぐ支援」について，対象児の抱えてい
る困難が，その周囲の児童へ理解を求めていくこ
とが難しいと述べている。
村田・松崎(2008)によると，学級経営上，担任
が特に苦労したこととして， 52%の学級担任は，
「対象児が他の児童にうまくかかわれないことJ
を挙げている。逆に， r他の児童が対象児にかかわ
れないことJを挙げている学級担任は， 9%で、あっ
たとしている。
このことから，学級担任は，対象児が他の児童
に対して積極的に関わっていけるように「つなぐ
支援jが求められる。それは，学級経営を行って
いく上で，女主象児だけではなく学級の中での圧倒
的多数の他の児童が相互に関わっていけるように
することが， rつなぐ支援Jでもあるからである。
(2)学級のユニバーサルデザイン化
村田・松崎(2009)によると， r学級全体への配
慮・工夫J(表1)の結果，上位となったものは， r構
造化(授業，教室環境)J r視覚的サポートJr見通
しを示すJなど特別支援学校や特別支援学級で実
践しているような方法が挙げられている。この結
果から，特別な支援を必要としている児童に対す
る支援の方法が，学級全体の児童に対しても行わ
れている現状にある。
佐藤ら(2004)は，特別支援教育におけるユニバ
サールデ、ザインを， r障害の有無にかかわらず行わ
れている授業の工夫・改善等が，全ての児童生徒
にとって有益な環境整備であり，結果として LD
等を含む障害のある児童生徒にとっても学校生活
233 
を送るうえで重要な環境劉席Jと捉えている。
また， I構造化(教室・授業)J I視覚的サポート」
は，授業のユニバーサノレデザイン化の中で考えら
れる支援であり， LD等の特別な支援を必要とする
児童にとって「ないと困るJ支援であり，どの子
どもにも「あると便利」な支援である。
この考え方は，授業だけではなく，学級経営そ
のものにも置き換えて考えることができるのでは
なし1かと考えられる。
表1.学級全体への配慮・工夫の内訳(手だて数)
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3 実践と結果(明らかになったこと)
(1) A教諭の学級経営について
山形県内B小学校第3学年におけるベテランA
教諭の学級経営の様子について， A教諭からの聞
き取り調査を行うとともに，授業観察をしてA教
諭の支援の方法について考察していく。
①学級の児童の実態について
B小学校のA教諭の学級(25名)には，広汎性発
達障害と診断されている男子児童が I名，アスペ
ルガー症候群と診断されている男子児童が 1名在
籍しており，また，発達障害の疑いのある児童が
数名在籍している学級である。
担任のA教諭は， 8小学校に平成24年度に配属
になり，持ちあがりの学級ではないため，年度当
初の学級づくりにおいて，児童が自分の意見を積
極的に発表することが出来ない状態だった。また，
児童同士でのつながりが希薄であったため，児童
の関係づくりにとても苦慮した。
②A教諭の学級経営理念について
A教諭の学級経営は， I子ども一人ひとりが大事
にされていることJを一番大事にしている。その
ためには，子ども一人ひとりに， I話すJI開く」
の態度を徹底させ，発表している人の話を聞き返
すことのないように，人の話をしっかり聞くこと
ができるクラスにしようとしている。
以下に，そのA教諭が子ども一人ひとりの話を
大事にしている様子が見られた場面を挙げていく。
{場面1]:国語『わすれられないおくりもの』
の授業で学習プリントを解き，意見を発表しよう
としている場面におけるC児に対してのA教諭の
働きかけの様子である。
A教諭:じゃあ発表していいですか?
C児:ちょっと待ってくださあい。早すぎます。
A教諭:あと何分ほしいですか。
C児:・4分くらいほしいです。
A教諭:じゃあ次の算数遅らせてもいいですか。
C児:それはだめです。遅らせるのはだめです。
(ここから C児は落ち着きがなく，パニックにな
ってしまう。 A教諭はC児について落ち着かせよ
うとしている。そして発表の時間になる。)
A教諭:では時間になりました。書いたこと発表
して
C児:先生，国語の時間は終わりましたあ。
A教諭 :C君も聞くよ，あなたの意見も聞いても
らったんだからね。
この場面では，担任のA教諭が， C児に対して，
自分のことだけではなく 他の児童を意識させる
ことを促している。 C児は，時間に対してこだわ
りをもっている児童である。授業の時間が予定通
りに終わらないとパニックになってしまう。また，
急な予定変更が苦手で落ち着きがなくなってし
まう。ここでは， C児は落ち着いていなかったた
め， IC君も聞くよ，あなたの意見も聞いてもらっ
たんだからね。」と促したら， C児も，他の児童の
話を聞いている様子であった。
{場面2]:算数『長さをはかろう』の授業にお
いて，教科書の問題を解いているときの C児と A
教諭の働きかけの様子である。
C児:メートノレなんてまぎらわしいんだよ!
A教諭 :C君どうしたの?落ち着いてから間
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題解こうね。
C児:(問題が解けなくて席を立ってうろうろ
し、泣き始める。そして、床、黒板に鼻水を
まき散らす。)
周りの児童:うわっ!汚い!(ザワザワと周
りの子たちが騒いでいる。)
A教諭 :C君にかまいません。みんなc君い
い事してる?
周りの児童:してません。
A教諭:みんなC君に優しい知らん振りして
あげようね。
この場面では，担任のA教諭が，周囲の児童に
対して， C児の良くなし寸子動に注目させないよう
に促している。 A教諭は，普段から C児の良くな
い行動に，周囲の児童は注目しないようにさせて
いる。周囲の児童は， C児とのかかわりにおいて，
C児がいいことをしたら積極的にほめる，良くな
いことをしたら注目させないようにするように言
葉掛けを行っている。
[場面3]:算数『はしたの数の表し方を考えよ
う』の授業において筆者(T1)が実習授業を行った
ときのD児に対するA教諭の働きかけの様子であ
る。
T1 : 0.5+0.3ニ0.8になる理由を説明してくれ
る人?
D児:O. 5+0. 3=0. 8になる理由は..5と3を足
して・. 
数名の児童:ええ!?
D児:・・・忘れました。
A教諭:ちょっと待って Dさん。 Dさん責任
もって最後まで言って。友達が「ええ!? J 
って言っただけでドキドキしているんでし
ょう。自分の意見を言っていいんだよ。
この場面では，筆者が算数の授業を進めていく
中で， D児が自分の考えを説明するときに，周囲
の児童から「ええ!? Jと言われてしまったため
に，自分の意見が言えなくなってしまっていたと
ころである。筆者は，別の児童に指名しようとし
ていたところ，担任のA教諭が， D児に対して自
分の考えを最後までみんなに話すように働きかけ
ていた。自分の考えを責任もって話すことは，授
業に参加しているとしづ意識を高め，人任せにし
ないという A教諭の学級経営の様子が垣間見られ
た。
4 考察
(1)周りの児童をつなぐ支援について
A教諭の実践を観察すると，対象児に対する個
別的な支援を重視しているわけではなく，学級の
中の周囲の児童とのかかわりを大事にしている姿
が見られた。それは，お互いの関係を大事にしな
がら，対象児と周りの児童をつなぐ支援を学級経
営に位置付け，いつも心がけて指導しているから
である。
A教諭からの聞き取りから， 子ども一人ひとり
に「自分が大事にされている」ことを実感できる
ように，一人ひとりの違いを認め，子ども同士の
信頼関係を確立させていく。担任は一人ひとりの
違いを子どもたちが認めていけるように支援して
いかなければならない。周りの児童と対象児の関
係が対等になるような学級経営が必要だと言える。
また， A教諭の学級で、は，対象児を通して，周
りの児童も成長している様子が窺われた。対象児
のC児のマイナスな行動に対して責めることなく，
C児を学級全体とかかわりをもたせることで共に
成長していこうとする姿が見られた。
このような学級経営から， C児などの対象児が
学級の中で周りの児童とかかわり合うことが必要
であると考える。それは，周りの児童へ一人ひと
りの子どもたちに違いがあることを認識させてい
くことになるからである。担任は，対象児と周り
とのかかわりの中でお互いが成長することができ
るように学級経営をしていかなければならない。
そのような指導が，周りの児童と対象児を「つな
ぐ支援Jと言える。
(2)学級のユニノ〈ーサルデ、ザイン化の視点から
この学級の担任は， I見通しを示した」時開設定，
「可視化した」板書， I構造化された」授業づくり
などにより，周りの児童と対象児をつなぐ支援が
しやすい環境づくりをしていた。これは，ユニバ
サーノレデ、ザインの視点と共通することが多い。こ
のようなことから，ユニバーサルデ、ザインの視点
を学級経営にも活かしていけると考える。
教室環境や授業を構造化していくことで対象児
にとって過ごしやすい環境をつくり，また，可視
化された視覚的サポートは対象児だけではなく，
全ての児童にとって学びやすい環境をつくってい
る。このように，ユニバーサルデザインの考え方
を学級経営に取り入れていくことで，支援の幅を
広げていけると考える。
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5 到達点と課題
(1)到達点
特別な支援を必要とする児童にとって個別の支
援を重視していくだけではなく，学級の中で対象
児と周りの児童をつなぐ支援がお互いの成長に効
果的であるということが明確になった。
(2)課題
A教諭の学級経営の実態について聞き取りや授
業観察を用いて調査をしたが，学級経営の中で大
事な要因を検討することについて不十分で、あった
ので，今後PAC分析等を用いて調査したい。
また， A教諭の学級経営の様子を， 学級聞きか
ら観察し，学級が成長していく様子に着目し追跡
研究をしていきたい。
さらに，授業実践においては，特別な支援を要
する児童とその周りの児童をつなぐ支援を取り入
れていくとともに，ユニパ}サルデザインの視点
である「構造化JI視覚的サポートjなどを踏まえ
た授業づくりに取り組んで、いきたい。
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